
平成２２年度公共用水域及び地下水の水質測定結果について

（公共用水域）

平成２２年度に実施した県内の公共用水域の水質測定結果の概要は、次のとおりである。

１ 生活環境項目

［ｐＨ、ＢＯＤ（河川）、ＣＯＤ（湖沼、海域）、ＳＳ、ＤＯ、大腸菌群数、ノルマルヘキサン抽出

物質、全窒素、全燐、全亜鉛］の１０項目

(1) 測定地点

河川 … 主な一級河川 １１河川 ３８地点

主な二級河川 ８河川 ３０地点

都市河川 ３河川 ２１地点

その他 ２９河川 ４２地点

湖沼 … ４湖沼 ２０地点

海域 … ２海域 １６地点

(2) 水質状況（ＢＯＤ又はＣＯＤ）

主要河川（一級河川、二級河川、都市河川）、湖沼および海域における調査結果については、次

のとおりであった。

BOD 又は COD 
（ｍｇ/Ｌ）

年平均値 75％値＊1

全窒素

年 平 均値

（mg/L）

全燐

年 平 均 値

（mg/L）
評価＊２ 

千代川水系
（４河川１３地点）

0.5～1.0 
 

<0.5～1.2 － － 概ね清浄

天神川水系
（４河川１２地点）

0.5～0.6 <0.5～0.6 － － 清浄

主な 
一級河川

日野川水系
（３河川１３地点）

0.7～1.1 0.8～1.5 － － 概ね清浄

蒲生川他３河川

（１２地点）

0.6～1.4 <0.5～1.1 － － 概ね清浄

由良川、佐陀川

（６地点）

0.8～1.1 0.9～1.4 － － 概ね清浄

塩見川（３地点） 1.1～2.1 1.2～2.5  － － やや汚濁

主な 
二級河川

８河川

勝部川（９地点） 0.6～2.3 0.6～2.0 － － 概ね清浄

袋川（鳥取市）
（１１地点）

0.6～2.1 0.7～2.3 － － やや汚濁

玉川（倉吉市）
（５地点）

0.5～1.3 0.5～1.7 － － 概ね清浄

都市河川

旧加茂川(米子市)
（５地点）

1.3～1.4 1.3～1.7 － － 概ね清浄

湖山池
（４地点）

5.6～6.0 6.3～7.0  
0.84～0.86 

 
0.087～0.092 

汚濁

富栄養化

東郷池
（４地点）

4.9～5.4 5.2～5.7  
0.61～0.69 

 
0.059～0.072 

汚濁

富栄養化

中海
（９地点）

2.0～4.9 2.1～5.3  
0.30～0.62 

 
0.030～0.062 

汚濁

富栄養化

湖 沼

多鯰ケ池 
（３地点）

3.3～3.4 3.2～3.7  
0.38～0.46 

 
0.013～0.014 

やや汚濁

富栄養化

美保湾（８地点） 1.5～2.2 1.6～2.4 － － 概ね清浄海 域

日本海沿岸海域
（８地点）

1.3～1.5 1.6～1.9 － － 清浄

＊１ ７５％値：年間のｙ個の日間平均値の全データを値の小さいものから順に並べた場合の（ｙ×0.75）番目

の数値をいい、この数値で環境基準評価を行う。 
＊２ 評価については、７５％値を用いて環境基準類型を参考にして分かりやすい文言で表現したものである。



(3) 環境基準の適合状況

公共用水域の代表的指標であるＢＯＤ（河川に適用）又はＣＯＤ（湖沼・海域に適用）の環境基

準の適合性については、総測定日数の７５％以上が環境基準値を満足していることとされている。

また、湖沼に係る全窒素・全燐については、表層の年平均値により評価することとされている。

環境基準の類型当てはめが行われている３河川、３湖沼及び２海域における環境基準の達成状況

は以下のとおりであった。

環境基準水域

あては

め類型

環境基準

地点数

基準値 達成状況

上流 AA ３地点 ＢＯＤ １mg/L 以下千代川

下流 A ２地点 ＢＯＤ ２mg/L 以下

上流 AA ２地点 ＢＯＤ １mg/L 以下天神川

下流 A ２地点 ＢＯＤ ２mg/L 以下

上流 AA ３地点 ＢＯＤ １mg/L 以下

河川

日野川

下流 A ２地点 ＢＯＤ ２mg/L 以下

日野川の類型ＡＡの１

地点（生山）以外は環

境基準に適合

A ４地点 ＣＯＤ ３mg/L 以下湖山池

Ⅲ ４地点 全窒素 0.4mg/L 以下

全燐 0.03mg/L 以下

東郷池 A ４地点 ＣＯＤ ３mg/L 以下

A ３地点 ＣＯＤ ３mg/L 以下

湖沼

中海

Ⅲ ３地点 全窒素 0.4mg/L 以下

全燐 0.03mg/L 以下

ＣＯＤ：中海の１地点

（境水道中央部）のみ

で環境基準に適合

全窒素：中海の１地点

（境水道中央部）のみ

で環境基準に適合

全燐：すべての地点で

不適合

境港外港

港湾計画水域

B １地点 ＣＯＤ ３mg/L 以下美保湾

その他の水域 A ７地点 ＣＯＤ ２mg/L 以下

海域

日本海

沿岸海

域

A ８地点 ＣＯＤ ２mg/L 以下

美保湾の類型Ａの 1地

点（境港市昭和町境港

防波堤灯台北方 0.2km）

を除いて環境基準に適

合

２ 健康項目

(1) 測定地点等

ア 測定項目

[カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、ＰＣＢ、

ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2－ジクロロエタン、1,1－ジクロロエチレン、

シス－1,2－ジクロロエチレン、1,1,1－トリクロロエタン、1,1,2－トリクロロエタン、

トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、1,3－ジクロロプロペン、チウラム、

シマジン、チオベンカルブ、ベンゼン、セレン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、

ほう素］の２６項目

イ 測定地点（全ての項目を測定しているとは限らない）

河川 … ４０河川 １０５地点

湖沼 … ４湖沼 １４地点

海域 … ２海域 １６地点

(2) 測定結果

中海の３地点でほう素が環境基準を超過していた以外、環境基準に適合していた。

なお、ほう素が環境基準に適合していなかった原因については、いずれも海水の影響を受ける調

査地点であり、海水に含まれるほう素の影響を受けたものと思われる。



（ 地 下 水 ）

平成２２年度に実施した地下水の水質調査結果は、次のとおりである。

１ 調査対象井戸

鳥取市・米子市・倉吉市・境港市・若桜町・智頭町・湯梨浜町・北栄町・大山町、伯耆町、日野町の

１１市町、７６箇所の井戸

２ 調査項目

カドミウム等環境基準２８項目について調査を実施

３ 調査内容及び調査回数

(1) 概況調査

県下の全体的な地下水質の概況を把握するために実施

年１回（ただし、国土交通省が実施した３箇所の井戸については年４回）

(2) 汚染井戸周辺地区調査

概況調査等により新たに発見された汚染井戸について、その汚染範囲を確認するために実施

平成２２年度の概況調査で鳥取市及び北栄町においてそれぞれ１箇所の井戸から 0.016mg/ の砒素

（環境基準0.01mg/ ）が検出された。

鳥取市で汚染が確認された井戸の周辺には汚染源及び井戸がないことから、自然的由来と推定され、

調査を実施していない。

北栄町で汚染が確認された井戸周辺の１４箇所の井戸について調査を実施したところ、２箇所の井戸

から環境基準を超える砒素が検出された。汚染原因については次のことから自然的要因（地層・地質、

温泉水等の混入など）によるものと推定される。

・周辺には汚染源がないこと

・浅層の地下水から砒素が検出されていないこと

・基準超過井戸は最初の調査で汚染が確認された井戸から２５０ｍの範囲で局在的であること

・専門家（鳥取大学地域学部地域環境学科矢野教授）は過去の地形形成の過程において、局所的に

存在する泥層に蓄積された砒素が原因の可能性や温泉水等の混入の可能性もあるとの見解であっ

たこと

(3) 継続監視調査

同一地点での地下水質の経年的なモニタリングとして実施

年１～４回

４ 調査結果

（１）鳥取市・北栄町の概況調査及び汚染井戸周辺地区調査において、新たに発見された汚染井戸の結果

は次のとおりである。

項目（環境基準）
市町村名 区域及び井戸数

検出状況（年平均値）
汚染原因 対策等

砒素（0.01mg/ ）鳥取市 朝月の１箇所

の井戸 0.016mg/

自然的由来による汚染

と推定

砒素（0.01mg/ ）北栄町 大島の３箇所

の井戸 0.016～0.024mg/

地層・地質、温泉水等の

自然的要因の汚染と推定

・井戸所有者への周知

と飲用指導

・周辺地区調査の実施

・継続監視調査の実施



（２）鳥取市・境港市・智頭町・湯梨浜町の継続監視調査において、次のとおり環境基準に適合してい

なかった。

項 目（環境基準）
市町村名 区域及び井戸数

検出状況（年平均値）
汚染原因 対 策 等

ふっ素(0.8㎎/ )

0.81～6.0㎎/

ほう素(1.0㎎/ )

行徳、寿町、片原、戎町

、南吉方、用瀬町用瀬の

６ヶ所の井戸

1.1～3.9㎎/

温泉水の混入等の自

然的要因の汚染と推

定

砒素（0.01mg/ ）的場の２箇所の井戸

0.021～0.059mg/

自然由来によると推

定

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素(10㎎/ )

鳥取市

賀露町西の１箇所の井

戸 17mg/

施肥と生活排水によ

る汚染と推定

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素(10㎎/ )
境港市

京町、渡町の３箇所の井

戸 17～39㎎/
不 明

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ(0.03㎎/ )
智頭町

智頭の６箇所の井戸

0.030～0.14㎎/
不 明

ふっ素(0.8㎎/ )
湯梨浜町

中興寺の１箇所の井戸

1.1㎎/

温泉水の混入等の自然

的要因の汚染と推定

・井戸所有者へ

の周知と飲用

指導


